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第１回 恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会 

総会 （会議録） 

 

会議の名称 第１回恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会総会 

開催日時  令和５年５月３１日 午後７時から 

開催場所  岩村コミュニティセンター 大ホール 

議題 ・恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会設置要綱について 

  ・めざす恵那南地区統合中学校の姿（別冊資料） 

  ・恵那南地区統合中学校準備委員会の組織及び役割 

公開非公開の別 公開 

出席者  委員 

  西尾 公男 

纐纈 佳恭 

宮地 喜義 

山本 徳二 

細川 祐輔 

市川 紫 

原田 英明 

若森 慶隆 

杉山 淳 

平林 道博 

安藤 常雄 

小木曽 真由美 

石垣 寿子 

三宅 勝彦 

夏目 裕行 

太田 礼子 

市岡 信宏 

安藤 忠宏 

丸山 福美 

酒井 基之 

横光 哲 

鈴木 則彦 

水野 琴美 

堀 雄二 

安藤 真由美 

安藤 智和 

小林 弘明 

川上 容子 

荻山 勝 
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片桐 宣伸 

篠原 徹 

吉田 美恵子 

市岡 早苗 

成瀬 久志 

後藤 加代子 

永田 満依子 

岡庭 寿則 

後藤 純一 

加藤 淳 

伊藤 直人 

園原 正明 

吉田 真弓 

中垣 野歩 

鈴木 真弓 

平林 将人 

片桐 慎一 

梶屋 明広 

伊藤 桂子 

松井 克仁 

細江 幸次 

小栗 崇 

後藤 理恵 

三浦 祐揮 

後藤 完太 

松村 友美 

山田 宗則 

松村 亜希子 

成瀬 宰 

桝本 大地 

中田 憲 

桝本 草平 

森 夕里亜 

鈴木 直樹 

田中 貢治 

藤野 貴子 

鰐部 靖子 

伊藤 実千江 

佐藤 美保 

  アドバイザー 
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福地 淳宏 

  教育委員会 

岡田 庄二 

工藤 博也 

鈴村 幸宣 

佐々木和美 

安藤 善和 

丸山 頼彦 

青木  茂 

各務 恵美 

西尾  功 

市川 太一 

加藤 陽子 

原  久晃 

長谷川 椋 

小栗  研 

横田 洋平 

市川 寛子 

小木曽健太 

岩島 慶尚 

小島光太郎 

会議の内容 会議録のとおり 

傍聴者の数 ２２名 

 

事務局  失礼いたします。定刻になりましたので、ただいまから第１回恵那市恵那南地区

統合中学校準備委員会総会を執り行います。 

     本日司会をさせていただきます、恵那市教育委員会学校統合準備室の安藤と申

します。よろしくお願いいたします。 

     開会に当たりまして、岡田教育長より御挨拶申し上げます。 

教育長  皆さん、こんばんは。教育長の岡田でございます。本日は、貴重な時間をいただ

きまして、恵那南地区統合中学校準備委員会総会にお集まりいただき、本当にあ

りがとうございます。また、委員の選出につきまして、それぞれの地域で、また、

それぞれの団体で御尽力いただきまして、今日ここに、７０名ほどですけれども、

お集まりいただいております。私たちとしましては、よりよい中学校をつくって

いきたい、そのために多くの方の御意見をいただきたいと思っております。これ

から少し時間も必要と思いますけれども、いろいろとお知恵を、お考えをいただ

き、よい学校をつくりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

事務局 

     続きまして、委員の皆様への委嘱です。この組織は、教育委員会から委嘱をする
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こととなっております。お一人お一人委嘱をするのが本来ではございますが、時

間の都合上、机上での委嘱と代えさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

     続きまして、委員の紹介につきましては、委員名簿が資料１ページから２ページ

に記載してありますので、書面にて紹介に代えさせていただきます。 

     資料３ページから４ページには、座席表を添えてありますので御確認ください。 

     続きまして、恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会設置要綱について説明い

たします。 

事務局 

     失礼いたします。学校統合準備室の佐々木と申します。よろしくお願いいたしま

す。私のほうから、恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会の設置要綱について

説明させていただきます。 

     この委員会は、恵那南地区統合中学校令和８年４月開校に向け、様々なことを検

討し決定していただく委員会でございます。この委員会の委員として皆様御参

加いただきまして、誠に感謝申し上げます。 

     それでは、座って失礼いたします。 

     それでは、資料の５ページをお願いいたします。第１条です。この設置について、

統合後の恵那南地区統合中学校における新しい学校づくりについて検討するた

め、この委員会を設置するものでございます。 

     第２条、所掌事務について。所掌事務は、次の別紙第７条にある検討事項につい

て、この委員会で承認することを所掌いたします。 

     第３条、組織について。本日ここに参加している各種団体などからの御参加いた

だいた方で組織されます。 

     続いて、６ページをお願いいたします。第４条、任期について。任期は所掌事務

が終了するまでとありますが、令和８年３月３１日までとなります。 

     第５条、委員長、副委員長の選任について。この会の委員長の役割ですけれども、

会の進行及び管理、理事会で決められたことを承認するまでを取りまとめる役

割を担います。副委員長は、委員長を補佐する役割となります。 

     第６条では、本日行われている委員会の会議、今後は総会と言いますけれども、

この総会について定めております。 

     第７条、理事会について。理事会は委員会で承認する、第１項に掲げる事項につ

いて決定する役割となります。理事会には、理事長と副理事長を置きます。この

理事長と副理事長は、統合中学校準備委員会の委員長と副委員長も兼ねます。理

事長の役割としましては、先ほど述べましたが、所掌事務を円滑に進めるために

理事会での議論の進行及び管理、取りまとめ、決定するまでを担っていただきま

す。副理事長は、理事長を補佐する役割があります。理事会での審議状況や結果

は、委員会及び教育委員会へ報告をいたします。 

     ７ページをお願いいたします。 

     第８条、幹事会についてでございます。幹事会は、委員会及び幹事会にて承認す

る事項について、あらかじめ調整することと部会での審議内容などについて共
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有を図ります。 

     第９条、別表に掲げる検討事項について。別表は９ページから10ページになりま

すけども、こちらに掲げる検討事項について効率的に進めていくため、専門部会

について定めております。別表にもありますように、総務部会、環境整備・ＰＴ

Ａ・コミスク部会、教育活動・学校事務部会の３部会に分かれて検討を重ねてい

きます。この専門部会には、それぞれ部会長、副部会長を置きます。役割として

は、議論を進行及び管理し、定められたスケジュールに沿って部会としての案を

取りまとめる責任者となります。案を取りまとめた後は、幹事会、理事会で決定

した案を説明し、事務局の補佐をする役割を担います。副部会長は、部会長を補

佐する役割がございます。 

     第１０条では守秘義務を、第１１条では庶務について定めておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

     以上で説明を終わります。 

事務局 

     続いて、目指す恵那南地区統合中学校の姿について、教育長より説明いたします。

その後、統合中学校の概略について事務局より説明いたします。正面のスクリー

ンにプレゼンの画面が出ますが、同じものがお手元の冊子のほうにもございま

す。どちらかを御覧いただきながら話をお聞きください。 

教育長  では、失礼いたします。目指す恵那南地区の統合中学校の姿ということで、少し

お話をさせていただきます。 

     まず、恵那市は「ふるさとを愛し学び続ける人を育てる恵那の教育」ということ

を基本理念に掲げて教育活動を推進しております。それを受けて、統合中学校に

ついて教育委員会はこのように考えました。まず、スローガンと申しますか、大

切にしたい言葉として、「未来をつくる 人とつながる 地域とあゆむ学校」と

いうことでございます。 

     まず、「未来をつくる」ということは、これからの時代を生きていく子供たちを

育てていくわけですので、そういう意味で未来をつくるということを掲げてお

ります。これからの予測困難な未来ということをいろいろなとこで言われてい

ます。実際にコロナのこと、それから１人１台端末、こんなに早く進んだという

ことも、ある意味では予測していなかったことですけども、そんな未来がこれか

らも来るのではないかと。その中で、子供たちにそういう時代を生き抜いていく

力をつけていきたいと思っております。 

     生徒像としましては、夢を持って努力できる生徒。具体的には、物事を前向きに

受け止める。この前向きにというのが大切かなと思っております。これからいろ

いろ状況に置かれると思いますけども、それをただ受け止めるだけではなくて、

前向きに受け止めて、取り組んでいける生徒ということで、前向きにという言葉

を入れさせていただきました。目標に向かい、粘り強くやり抜く生徒。それから、

やはりそのために確かな学力、豊かな心、たくましい体。よく知・徳・体と言わ

れますが、それが将来の礎に、基礎となるということを自覚して、ひたむきに努

力する生徒。 
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     具体的にはどんなことをやるかといいますと、１つはＩＣＴを活用した個別最

適な学習。個別最適なというのは、今も各学校は行っておりますけれども、一人

一人を大切にして、一人一人の様々な状況に応じて学習を進めていくというこ

とです。そのときにＩＣＴを活用したいと。それから、子供たちが増える、先生

が増える、関わる地域の方が増えますので、そのことから多様な意見、考えに出

会い深まっていく授業。さらに、心身の健康を育む道徳教育、健康教育というこ

とを考えております。 

     ２つ目でございます。「人とつながる」人との関わりの中で育つ生徒ということ

で、先ほど申しましたように、統合後は人が増えます、子供も先生も地域の方も。

その中で積極的にコミュニケーションを図り、見方、考え方を深める生徒。それ

から、人との関わりの中で、自分だけではなくて集団、周りの人も高められる生

徒。具体的には、切磋琢磨できる生徒会とか学校行事、それから対話と協働のあ

る授業。協働というのは、様々な人と学び合う、そんなふうに捉えていただける

といいかなと思います。それから、ＩＣＴを活用した遠隔教育活動。やはりここ

でもＩＣＴ、使えるのではないかなと思っています。 

     ３つ目でございます。「地域とあゆむ」ということですが、今、恵那南地区にあ

る５つの中学校それぞれに、呼び名は違うかもしれませんが、ふるさと学習とい

うことで地域の歴史や伝統、文化を学びながら地域の活動に取り組んでいるわ

けですが、それを大切にする、それを引き継いでいく。ただ、そのまま全てのも

のを同じ形ということは難しいかもしれませんけれども、そこを大切にしてい

きたいということで、地域を知り活躍できる生徒としました。地域の歴史や文化

を知って、地域に親しみを持つ生徒。それから、地域の一員として関心を持ち、

積極的に関わる生徒。具体的には、地域を知る活動、地域へ発信する活動、地域

の活動に参加する活動ということを考えております。 

     この３つのキーワードといいますか、スローガンを大切にしながら、新しい学校

をつくっていきたいと思っております。 

     それから、下に環境整備ということで、やはり環境もすごく大切でございます。

その中で、幾つか書いておきました。これが全てではございません。これからも

こういう学校が、こういう設備がということであれば、出していただければと、

思っています。例えば今考えておりますのは、図書館を、集いが生まれるデジタ

ル融合学校図書館ということですが、情報センター的な役割、図書館とＩＣＴを

何とか結びつけることができないかなということを思っています。それから、生

徒交流が活発になるような、交流スペースも確保したい。 

     さらに、多様な生徒に配慮した校舎施設ということでございますが、これにつき

ましては、やはり５つの学校が１つになるということで、人間関係のことや様々

なことで悩みができることがあるかもしれない、そういう御心配もございます

ので、相談室等、そういうところも複数確保したいと考えております。それから、

地域の方も利用できるような、そういう部分もつくりたいですし、地域の歴史や

文化が位置づくような、そういうスペースといいますか、そんなところもつくっ

ていきたいなと考えております。ただ、これらは一例でございますので、これか
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らの部会でもいろいろアイデアをいただけたらなと思っております。 

     ちょっと短いですけれども、統合中学校の御説明させていただきました。よろし

くお願いいたします。 

事務局 

     それでは、事務局のほうから、今後の中学校の概要について説明させていただき

ます。 

     恵那南地区の統合中学校につきましては、冒頭でもお話ししておりましたよう

に、令和８年４月を開校とし、既存の山岡中学校を増改築する形で活用するよう

進めてまいります。令和８年度、それぞれの地域から生徒が集まりまして、恵那

南地区統合中学校は３３６人でスタートするよう準備を進めます。令和８年度

の新しい中学校では、各学年は３クラスから４クラスになります。令和１６年に

ついては２クラスごとになりますけども、クラス替えができるような状態でご

ざいます。 

     続いて、令和８年度新しい恵那南地区統合中学校が開校しますと恵那市内の中

学校は４校になります。それぞれ特色ある学校となります。恵那南地区統合中学

校についても、生徒がよりよい環境で学べるよう、保護者や地域の皆様の御協力

をいただきながらつくり上げていきたいと思っております。３３６名の生徒と

先生、保護者の皆様、地域の皆様とで新しい歴史をつくっていく中学校をつくり

上げていきたいと考えております。 

     ここから少しハード面について説明させていただきたいと思います。資料につ

きましては白黒ですので、ちょっと見にくいと思いますが、画面ではカラーで映

してあります。 

     こちら、恵那南地区統合中学校は既存の山岡中学校を活用するということでご

ざいます。これからは、現在の学校を少し紹介させていただきます。校舎の全景

と正面玄関になります。恵那の学校のシンボル、時計台もこちらのほうにはござ

います。 

     続いて、こちらが屋内運動場の外観と、ステージを含めた内部でございます。屋

内運動場の内部、２階にはフリースペースがある造りとなっています。     

続いて、校舎です。校舎に中庭がございまして、屋外ステージがございます。こ

こでは、いろいろ催しを企画できると考えています。もう１枚は、図書室の内部

です。今の図書室は統合すると手狭になりますので、改装を予定しているとこで

ございます。 

     上空から見た現在の山岡中学校の周辺でございます。中学校下には町民グラン

ドがありまして、そこではサッカーや野球の競技も同時にできるような広さに

なっています。 

     続いて、改修後のイメージです。イメージですので、よろしくお願いいたします。

今回は、図書室をイメージしてみました。先ほど教育長が申し上げましたとおり、

生徒が集い、ＩＣＴなどが融合された新しい図書館、図書室の整備をしていけれ

ばと考えているところでございます。 

     続いて、先ほどお見せいたしました中庭も、統合後は生徒や地域の方も含め、集
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えるような整備を考えております。また、生徒が自由に集まり学習などができる

スペースもつくることができると考えています。 

     このように、施設整備につきましても、先ほど教育長がお話ししたように、まず

恵那南地区統合中学校の姿を踏まえ、委員の皆様の御意見をいただきつくり上

げていきたいと考えていますので、よろしくお願いいたします。 

     以上で、ハード面について御説明をいたしました。よろしくお願いいたします。 

事務局 

     先ほど教育長が説明しました目指す姿につきましては、本日この後開かれます

理事会において議案として審議されますので、御承知おきください。 

     次に、準備委員会の組織及び役割について、事務局より説明いたします。 

事務局 

     統合準備室の市川と申します。私のほうから、この委員会の組織及び役割につい

て説明申し上げます。 

     座って失礼させていただきます。 

     資料の１１ページ、それから１２ページを御覧いただきます。恵那南地区統合中

学校準備委員会の組織及び役割について書かれているページでございます。恵

那南地区統合中学校の準備委員会は、学校統合までに必要な事項について検討

いたしまして、準備委員会としての意見を取りまとめ、執行機関であります教育

委員会に提言するという、そういう組織でございます。検討項目は次のページか

ら掲げられておりますが、２３項目と非常に数多くの検討事項をこれから検討

してまいります。非常に数が多いものでございますので、より深く掘り下げて協

議いただくために、この検討事項を３つの専門部会に分けまして、集中的に審議

をしていただきます。 

     それぞれの専門部会で検討いたします課題につきましては、１１ページの下段

には総務部会で検討する項目、１２ページの上段は環境部会、その下は教育部会

で検討する項目を挙げさせていただいております。専門部会で検討し意見をま

とめ、その後、幹事会に諮ります。組織の概略図が１１ページの上の段に描かれ

てございますが、３つの部会で提案されたものを幹事会に諮ります。幹事会には

それぞれの専門部会の部会長さん、それから副部会長さん、さらには恵那市こど

も園園長会の会長さん、それから恵那市小中学校校長会の会長さんに御参加い

ただきまして、市内のほかの学校とのバランス、それから他の専門部会とのバラ

ンスを著しく欠いてはいないかなどの視点で御審議をいただきます。また、他の

部会の審議の進捗状況などの情報交換も、その場でさせていただきたいと考え

ております。 

     幹事会の承認を得た案は、最終的に理事会に諮られ、理事会にて準備委員会とし

ての最終提案を決定すると、そういう組織になっております。このような組織で、

準備委員会としての意思を決定してまいります。 

     では、続きまして、１３ページを御覧いただきます。開校までのスケジュールと

いうふうに書かれている資料になっています。令和８年４月の開校を目指した

スケジュールを記載させていただいております。各専門部会は今日、第１回目の
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会合を行いまして、それ以降、部会ごとに集中的に審議を行っていただきます。

それから、学校の増改築の工事のスケジュールについても触れさせていただい

ております。一番下の段になりますが、基本設計を今年度の９月末までに完了し、

その後、実施設計を経て来年の夏頃には工事の請負契約を締結し、着手いたしま

す。令和７年の１２月までに建設工事を完了するよう目指していきたいと考え

ております。 

     それから、ちょっと話は飛びますが、今日のこの総会の後のスケジュールについ

て、少し説明をさせていただきます。今行っておりますのが準備委員会の総会で

ございます。総会終了後、第１回目の専門部会を、さらにその専門部会終了後に

は第１回目の理事会を開催いたします。会場は、総務部会と理事会はこの大ホー

ルで行います。環境部会は、このコミュニティの２階の大会議室で行います。教

育部会は１階の和室で行いますので、総会終了後、お手荷物を全て持って各部屋

に移動をお願いいたします。それから、移動の際ですが、２階の会議室、それか

ら和室ともに室内履きに替えてからの移動になりますので、ちょっと御足労を

かけますが、正面玄関で靴を履き替えて、それからそれぞれの部会の部屋に移っ

ていただきたいと思います。 

     また、理事会に参加されない専門部会の委員の皆様におかれましては、専門部会

終了後、そのまま解散となりますので、よろしくお願いいたします。 

     それから、この総会終了後、この大ホールで総務部会と理事会の会議ができるよ

うに、事務局側で机の移動をさせていただきます。理事会のみに参加されます方

は、そのまま座ったままで会場の準備が整うまでお待ちいただければと思いま

す。 

     それから、総務部会に御参加される方は、席をつくり直しますので、一旦傍聴席

のほうに移動していただいて、会場準備ができるまでお待ちいただければと（最

終）05恵那南地区統合中学校準備委員会第１回理事会思います。 

     それから、本日欠席の委員の皆様には、本日の資料を、事務局のほうから後日郵

送で送付させていただきますので、机の上に置かれている資料につきましては、

そのまま置いた状態にしておいていただきまして、後ほど事務局のほうで回収

をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

     私のほうからは以上です。 

事務局 

     それでは、これで第１回恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会総会を終了い

たします。なお、部会の中で、部会長、副部会長が決まり次第、理事会をこの場

で開催いたします。理事会には、各部会の会長様、地域自治区の会長様、各地域

の小中学校ＰＴＡ代表の方に御出席いただきますので、よろしくお願いします。

理事会は８時から開催できますよう、御協力をお願いいたします。 

     それでは、皆様、各部会の会場へ御移動ください。 


